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弓
矢
を
手
に
し
て
四
十
九
年
、
そ
し
て
故

山
内
成
豊
先
生
に
師
事
し
善
光
寺
弓
道
場
に

お
世
話
に
な
っ
て
三
十
五
年
に
な
る
。
弓
道

場
の
脇
正
面
に
は
、「
礼
記
射
義
」、「
射
法
訓
」

と
と
も
に
故
林
亮
天
先
生
の
「
弓
道
要
訣
」

が
掲
額
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
は
、
射
の
理
想
は
所
謂
「
正
射
」
の

二
字
に
尽
き
る
。
弓
道
の
修
行
は
正
に
「
正

し
さ
」
の
追
求
に
あ
る
と
し
、
そ
の
実
現
の

為
の
要
訣
を
「
正
技
（
真
）、
正
心
（
善
）、

正
和
（
美
）、
正
強
（
心
身
強
化
）、
正
気

（
息
合
い
）」
の
五
項
目
に
分
け
て
述
べ
、
息

合
い
の
正
し
い
運
行
の
も
と
に
射
法
八
節
を

解
説
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
正
射
を
一
言
で
云
え
ば
「
正
し
く

用
意
さ
れ
た
体
型
に
正
し
い
心
が
順
応
し
、

正
し
い
息
合
い
に
て
正
し
く
一
致
さ
せ
、
丹

田
の
力
を
中
心
と
し
て
強
化
充
実
の
末
に
発

射
す
る
」
行
射
を
謂
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
控
室
に
は
先
生
が
昭
和
五
十
七
年

に
記
し
た
「
道
場
訓
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
。
射
道
修
練
以
っ
て

心
身
の
養
正
を
期
す

る
こ
と
。

一
。
会
員
は
互
い
に
礼

を
厚
く
し
、
和
を
重

ん
じ
、
正
を
求
め
、

「
和
楽
の
裡
に
」
射

道
に
精
進
す
る
こ
と
。

蓋
し
、
正
和
こ
そ
射

自
体
の
目
標
な
り
。

一
。
会
員
互
い
に
正
和
の
心
を
以
て
相
接
し
、

且
つ
共
に
相
扶
け
合
っ
て
射
道
の
向
上
を

計
る
こ
と
。

　

長
野
弓
道
会
創
立
以
来
、
会
員
は
こ
れ
ら

を
守
り
、
射
道
修
練
に
励
ん
で
き
た
。
ま
た

論
語
に
「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
、
小
人
は

同
じ
て
和
せ
ず
」
と
あ
る
が
、
稽
古
に
際
し

て
は
、
徒
に
妥
協
す
る
の
で
は
な
く
、
正
射

を
求
め
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
。

　

十
八
年
度
か
ら
三
回
北
信
越
地
区
地
連
幹

部
指
導
者
講
習
会
へ
参
加
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
た
。
上
越
市
弓
道
場
、
小
松
市
営
弓
道

場
、
富
山
県
営
弓
道
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
主
任

講
師
の
岡
崎
廣
志
範
士
、
石
川
武
夫
範
士
、

山
川
茂
樹
範
士
は
じ
め
諸
先
生
方
の
指
導
を

い
た
だ
い
た
。
心
に
残

る
幾
つ
か
の
教
え
を
記

す
。

○
射
技
と
体
配
は
一
体

で
あ
る
。
車
の
両
輪
で

は
な
く
基
本
動
作
の
上

に
射
が
成
り
立
つ
一
つ

ひ
と
つ
の
動
作
の
意
味

を
知
り
基
本
動
作
を
し

っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
射
が
生
き

て
く
る
。
弓
道
は
真
善

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

��
��
��
�

美
の
追
求
・
具
現
に
あ
り
、
射
礼
の
稽
古
が
大

切
で
あ
る
。

○
弓
道
上
達
の
秘
訣
は
基
本
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
弓
道
の
基
本
は
三
重
十
文
字

に
あ
る
。
足
踏
み
は
、
三
重
十
文
字
を
構
成

す
る
第
一
歩
で
あ
る
。

○
「
ね
ら
い
」
に
は
、
肉
眼
、
心
眼
、
体
眼

が
あ
る
。
心
眼
は
分
か
り
難
い
が
、
体
が
正

し
く
組
み
立
て
ら
れ
れ
ば
、
矢
は
自
然
に
的

に
つ
く
、
体
眼
で
あ
る
。
的
は
弓
の
藤
に
映

っ
て
い
る
が
、
肉
眼
で
ね
ら
う
と
力
が
止
ま

る
。
体
眼
を
信
じ
て
ど
こ
ま
で
も
伸
合
う
。

○
矢
筋
に
大
離
れ
す
る
現
代
射
法
。
両
肩
は

平
に
会
ま
で
左
右
対
称
、
縦
伸
び
、
球
体
の

中
で
弓
を
引
く
イ
メ
ー
ジ
で
引
分
け
る
。
妻

手
の
肘
は
後
ろ
に
回
さ
な
い
。
肩
甲
骨
を
平

ら
に
し
、
広
背
筋
を
弛
ま
せ
な
い
。

○
よ
き
人
間
関
係
を
つ
く
る
。
弓
道
で
は
段

位
で
序
列
を
つ
け
る
が
、
人
間
関
係
で
は
、

年
齢
の
差
、
弓
歴
の
差
も
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
。
長
幼
の
序
、
年
長
者
を
敬
う
こ
と
は

日
本
人
の
心
。
ま
た
、
年
少
者
で
も
弓
歴
の

あ
る
人
に
は
弓
道
の
先
輩
と
し
て
敬
意
を
払

う
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
調
和
さ

せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

自
分
の
未
熟
さ
と
稽
古
不
足
を
恥
じ
、
改

め
て
初
心
に
帰
り
、
和
楽
の
裡
に
正
射
を
求

め
て
精
進
し
た
い
。
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第　

回
北
信
越
国
体
が
８
月　

日
〜　

日

29

23

24

新
潟
市
新
津
地
域
学
園
弓
道
場
（
新
潟
国
体

会
場
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

成
年
男
子
は
今
年
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
が

設
け
ら
れ
総
合
成
績
で
第
３
位
ま
で
、
成
年

女
子
、
少
年
男
女
は
総
合
第
２
位
ま
で
が
本

 第27号 2008年（平成20年）10月５日 

８
月　

日
〜　

日
／
新
潟
県
新
潟
市

23

24

�
�
�
�　

射
36

▽
少
年
男
子　

①
長
野
県　

点
（
安
藤
直
貴

181

　

点
・
斉
藤
秀
和　

点
・
宮
島
凌　

点
）　

53

54

74

②
新
潟
県　

点　

③
石
川
県　

点

175

150

▽
少
年
女
子　

①
富
山
県　

点　

②
新
潟
県

114

　

点　

③
福
井
県　

点　

⑤
長
野
県　

点

109

99

82

（
澤
田
茜　

点
・
西
村
柚
実
里　

点
・
岩
岡

25

44

恵　

点
）

13
▽
成
年
男
子　

①
新
潟
県　

点　

②
長
野
県

200

　

点
（
志
村
仁　

点
・
中
村
宏　

点
・
亀
岡

188

75

45

英
司　

点
）　

③
富
山
県　

点

68

175

▽
成
年
女
子　

①
新
潟
県　

点　

②
富
山
県

170

　

点　

③
石
川
県　

点　

④
長
野
県　

点

145

139

113

（
栗
林
薫　

点
・
戸
田
裕
子　

点
・
高
山
寿

48

31

恵　

点
）

34

�
�
�
�　

射
36

▽
少
年
男
子　

①
富
山
県　

中　

②
石
川
県

30

　

中　

③
新
潟
県　

中　

⑤
長
野
県　

中

27

26

20

（
安
藤
直
貴
３
中
・
斉
藤
秀
和
6
中
・
宮
島

凌　

中
）

11
▽
少
年
女
子　

①
長
野
県　

中
（
澤
田
茜
4

24

中
・
西
村
柚
実
里　

中
・
岩
岡
恵　

中
）　

10

10

②
新
潟
県　

中　

③
石
川
県　

中　

③
富
山

23

22

県　

中　

③
福
井
県　

中

22

22

▽
成
年
男
子　

①
長
野
県　

中
（
志
村
仁　

27

10

中
・
中
村
宏　

中
・
亀
岡
英
司
６
中
）　

①

11

石
川
県　

中　

③
富
山
県　

中　

③
新
潟
県

27

25

　

中　

③
福
井
県　

中

25

25

▽
成
年
女
子　

①
福
井
県　

中　

②
長
野
県

27

　

中
（
栗
林
薫　

中
・
戸
田
裕
子
６
中
・
高

26

10

山
寿
恵　

中
）　

③
富
山
県　

中

10

25

�
�
�
�
�
�

少
年
男
子

①
富
山
県
７
点　

②
長
野
県
７
点　

③
石
川

県
７
点　

④
新
潟
県
７
点　

⑤
福
井
県
４
点

少
年
女
子

①
富
山
県
９
点　

②
新
潟
県
８
点　

③
長
野

県
７
点　

④
福
井
県
４
点　

⑤
石
川
県
４
点

成
年
男
子

①
長
野
県　

点　

②
新
潟
県
８
点　

③
石
川

10

県
５
点　

④
福
井
県
５
点　

⑤
富
山
県
２
点

成
年
女
子

①
新
潟
県
８
点　

②
福
井
県
７
点　

③
富
山

県
７
点　

④
長
野
県
６
点　

⑤
石
川
県
４
点

　
　

月
４
日
〜
７
日　

大
分
県
佐
伯
市

10
〔
出
場
県
〕

少
年
男
子　

富
山
県　

長
野
県

少
年
女
子　

富
山
県　

新
潟
県

成
年
男
子　

長
野
県　

新
潟
県

成
年
女
子　

新
潟
県　

福
井
県

国
体
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

　

成
年
男
子
は
１
日
目
の
遠
的

で
2
位
で
し
た
が
、
２
日
目
得

意
の
近
的
で
１
位
と
な
り
総
合

ト
ッ
プ
で
本
国
体
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　

少
年
男
子
は
１
日
目
の
遠
的

１
位
が
効
き
、
２
日
目
の
近
的

は
５
位
で
し
た
が
総
合
２
位
で

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

成
年
女
子
は
近
的
２
位
と
健

闘
し
ま
し
た
が
、
遠
的
の
４
位

が
響
き
総
合
４
位
の
成
績
で
し

た
。

　

少
年
女
子
は
近
的
１
位
と
大

活
躍
で
し
た
が
、
遠
的
５
位
の
た
め
総
合
３

位
の
成
績
で
し
た
。

　

成
年
男
子
・
少
年
男
子
の
本
国
体
で
の
活

躍
を
期
待
し
、
残
念
な
が
ら
あ
と
一
歩
の
成

年
女
子
・
少
年
女
子
の
選
手
の
み
な
さ
ん
の

ご
苦
労
に
大
き
な
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。

第　

回
国
民
体
育
大
会

63

　
　
　
　
　
　
　

秋
季
大
会
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八
月
末
、
新
潟
県
新
潟
市
で
北
信
越
国
体

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
成
年
男
子
も

予
選
選
抜
が
始
ま
り
、
上
位
三
県
だ
け
が
本

国
体
へ
行
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の

プ
レ
大
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
遠
的
に
重
点

を
置
き
、
強
化
部
の
先
生
方
の
下
、
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
得
点
も
昨
年
度
よ
り
平
均
値

が
上
が
り
、
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
だ
の
で
す

が
、
練
習
日
・
試
合
当
日
共
に
強
風
が
吹
き
、

思
う
よ
う
に
点
数
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
試
合
後
私
の
射
に
つ
い
て
、

「
狙
い
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
縮
こ
ま
っ
た

勢
い
の
無
い
射
だ
っ
た
」
と
の
ご
指
摘
を
受

け
、
平
常
心
を
欠
い
た
状
態
で
出
て
し
ま
っ

た
自
分
を
深
く
反
省
し
ま
し
た
。
遠
的
は
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
助
け
ら
れ
、
な
ん
と
か
二
位

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
二
日
目
の
近
的
は
、
天
候
は
あ
ま
り

良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
風
は
収
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
前
日
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
反

省
を
活
か
し
、
き
ち
ん
と
気
持
ち
を
集
中
し
、

落
ち
着
い
て
臨
み
ま
し
た
。
今
回
、
成
年
男

子
は
三
立
ち
と
も
大
き
な
差
が
つ
か
ず
、
最

後
ま
で
結
果
が
予
測
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

最
後
の
立
ち
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
長
野
と

石
川
が
同
中
で
ト
ッ
プ
、
残
り
三
県
も
同
中

で
全
県
が
射
詰
め
に
か
ら
む
混
戦
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
射
詰
め
一
回
目
で
石
川
を

下
し
、
近
的
一
位
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
、

総
合
成
績
も
一
位
で
予
選
を
突
破
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
反
省
す
べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
事
も
あ
り
、

自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
大
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
指
導
ご
声

援
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
思
い
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
本

国
体
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月　

日
・　

日
と
新
潟
で
行
わ
れ
た
北

23

24

信
越
国
体
。
１
日
目
は
突
風
、
２
日
目
は
雨

と
決
し
て
い
い
と
は
言
え
な
い
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
し
た
。

　

突
風
の
中
の
遠
的
は
と
て
も
大
変
で
、
思

っ
た
と
お
り
矢
が
飛
ば
ず
、
１
回
戦
は
ボ
ロ

ボ
ロ
の
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
北
信
越
を

勝
ち
抜
く
為
に
遠
的
は
絶
対
に
落
と
す
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
、
２
回
戦
・
３
回
戦
と
し

っ
か
り
立
て
直
し
、
な
ん
と
か
１
位
を
取
れ

ま
し
た
。

　

遠
的
で
１
位
が
取
れ
た
の
で
、
気
持
的
に

は
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

逆
に
そ
れ
が
油
断
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

近
的
で
は
前
日
同
様
に
ス
タ
ー
ト
が
悪
く
、

ま
さ
か
の
５
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
み
ん
な
が
本
国
体
出
場
を
あ
き

ら
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
き
な

順
位
変
動
に
よ
り
、
幸
運
な
こ
と
に
も
総
合

２
位
で
本
国
体
出
場
が
出
来
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
国
体
ま
で
の
残
さ
れ
た
時
間
、
北
信
越

で
味
わ
っ
た
雪
辱
、
ま
た
同
じ
点
だ
っ
た
の

に
惜
し
く
も
通
過
出
来
な
か
っ
た
女
子
３
人

の
思
い
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
改
善

し
、
特
に
監
督
の
山
浦
を
は
じ
め
他
の
先
生

方
に
も
指
摘
さ
れ
た
、
全
員
の
課
題
で
あ
る

メ
ン
タ
ル
的
な
面
も
克
服
し
、
同
時
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

思
え
ば
こ
の
３
人
が
こ
う
や
っ
て
チ
ー
ム

を
組
め
た
の
は
、
あ
る
意
味
奇
跡
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
を
組
ん
で
約
３
ヶ
月
、

ま
だ
ま
だ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど

本
国
体
で
は
全
員
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
遠

的
・
近
的
両
方
で
優
勝
し
て
こ
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
き
ま
す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

�
�
�
�
�
�
�
�

成
年
男
子　

中　

村　
　
　

宏

（
諏
訪
支
部
） 

�
�
�
�
�
�
�
�

少
年
男
子　

斉　

藤　

秀　

和

（
岩
村
田
高
校
） 

（宮島・斉藤・安藤）選手　山浦監督
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９
月
７
日
／
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

▽
近
的
競
技
（　

射
）

60

（
団
体
）

①
諏
訪
支
部　
　

中
（
志
村
仁
・
米
山
美
奈

50

・
内
山
喜
照
・
中
村
宏
・
市
川
隆
光
）

②
飯
伊
支
部　
　

中
（
松
枝
敏
広
・
高
山
寿

38

恵
・
常
盤
三
男
・
竹
内
美
和
・
牧
内
和
宏
）

③
上
伊
那
支
部　
　

中
（
柴
種
徳
・
井
口
正

36

弘
・
手
塚
信
一
郎
・
久
保
田
智
恵
・
中
田

真
也
）

（
個
人
）　
　
（　

射
）

12

①
市
川
隆
光　
　

中　
（
諏
訪
）

12

②
志
村　

仁　
　

中　
（
諏
訪
）

12

③
松
井
幸
彦　
　

中　
（
安
曇
）

12

▽
遠
的
競
技　
（　

射
）

60

（
団
体
）

①
飯
伊
支
部　
　

中
（
松
枝
敏
広
・
高
山
寿

42

恵
・
常
盤
三
男
・
竹
内
美
和
・
牧
内
和
宏
）

②
上
伊
那
支
部　
　

中
（
小
澤
剛
司
・
中
田

42

真
也 ・
下
島
俊
明
・
笹
岡
達
也
・
山
岸
稔
員
）

③
飯
山
支
部　
　

中
（
大
口
晴
男
・
石
田
真

41

・
清
水
和
代
・
飯
田
秀
樹
・
平
野
英
孝
）

（
個
人
）　
　
（　

射
）

12

①
中
村　

宏　
　

中　
（
諏
訪
）

12

新調の総合優勝旗は飯伊支部へ

②
志
村　

仁　
　

中　
（
諏
訪
）

12

③
山
岸
稔
員　
　

中　
（
上
伊
那
）

12

▽
総
合
成
績

優
勝　

飯
伊
支
部

２
位　

諏
訪
支
部

３
位　

上
伊
那
支
部
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８
月　

日
／
県
営
飯
田
弓
道
場

10

　

夏
の
暑
い
太
陽
が
遠
的
場
を
照
り
つ
け
る

中
、
標
記
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
弓
連
副
会
長
の
土
川
先
生
の
矢
渡
し
で

大
会
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
、
更
に
熱

い
選
手
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
出
場
選
手
は
男
子　

名
、
女
子　

39

21

名
計　

名
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
し
た
。
大
会
の

60

的
中
率
は
男
子　

・
８
％
、
女
子　

・
８
％
と

44

35

レ
ベ
ル
が
低
く
、
物
足
り
な
さ
が
残
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
あ
ち
こ
ち
に
遠
的
射
場
が
あ
り
練

習
に
は
事
欠
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
練
習
に
時
間
を
割
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

試
合
中
に
気
の
付
い
た
こ
と
は
、
入
場
時

の
礼
・
揖
の
仕
方
、
対
象
方
向
が
ま
ち
ま
ち

と
目
に
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
元
禄
ま
わ
り

の
仕
方
、
競
技
の
間
合
い
も
き
ち
ん
と
守
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
競
技
部
長　

大
蔵　

務
）

▽
男
子
の
部

①
松
枝　

敏
広
（
飯
伊
）　

中
10

②
井
垣　

貴
夫
（
松
本
）
９
中

③
中
村　

宏 　
（
諏
訪
）
８
中

④
吉
田　

博
行
（
松
本
）
８
中

⑤
小
椋
一
二
三
（
木
曽
）
８
中

▽
女
子
の
部

①
米
山　

美
奈
（
諏
訪
）
８
中

②
清
水　

和
代
（
飯
山
）
８
中

③
米
沢
美
智
子
（
長
野
）
７
中

④
竹
内　

美
和
（
飯
伊
）
６
中

⑤
中
村　

美
穂
（
上
伊
那
）
６
中

全
日
本
遠
的
選
手
権
大
会
長
野
県
代
表

▼
男
子　

松
枝　

敏
広
（
飯
伊
）

　
　
　
　

井
垣　

貴
夫
（
松
本
）

▼
女
子　

清
水　

和
代
（
飯
山
）

　
　
　
　

米
沢
美
智
子
（
長
野
）

全
日
本
遠
的
選
手
権
大
会　

東
京
中
央
道
場

　

月　

日
〜　

日

10

24

26

▽
７
月　

日
／
富
山
県
射
水
市
弓
道
場

27

　

決
定
戦
は
一
手
３
回
行
い
、
的
中
制
に
よ

り
上
位
３
名
を
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し

て
、
全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
。

▽
男
子
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
　

小
林　

憲
二
（
新
潟
）

　
　

中
條　

大
輔
（
石
川
）

　
　

米
澤　

栄
一
（
福
井
）

▽
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　
　

月
輪　

由
紀
子
（
福
井
）

　
　

山
本　

あ
け
み
（
福
井
）

　
　

五
十
嵐
由
美
子
（
富
山
）

　

な
お
長
野
県
代
表
と
し
て
本
大
会
に
出
場

す
る
選
手
は
次
の
と
お
り
。

▼
男
子　

宮
坂　

博
之
（
諏
訪
）

▼
女
子　

関
島
美
奈
子
（
飯
伊
）

全
日
本
選
手
権
大
会

　

男
子　

９
月　

日
〜　

日

19

21

　

女
子　

９
月　

日
〜　

日

21

23

　

東
京　

中
央
道
場
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平
成　

年
度
教
士
研
修
会
が
、
７
月　

日

20

19

〜　

日
新
築
さ
れ
た
松
本
市
弓
道
場
に
、
全

20
弓
連
会
長
範
士
九
段
鈴
木
三
成
先
生
を
主
任

講
師
に
、
山
川
茂
樹
県
弓
連
会
長
も
加
わ
り

　

名
の
受
講
生
に
よ
り
、
二
日
間
の
日
程
で

34実
施
さ
れ
た
。

　

一
手
行
射
の
講
評
「
審
査
合
格
の
人
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
の
厳
し
い
お
言
葉
か
ら
始

ま
り
、
射
技
指
導
中
心
の
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

鈴
木
会
長
の
講
義
で
、
審
査
で
失
敗
し
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
①
体
調
を
整
え
る
。

当
た
り
、
外
れ
は
二
の
次
と
考
え
る
。
②
何

か
ひ
と
つ
、
こ
れ
だ
け
は
気
を
つ
け
て
の
意

識
を
持
つ
。
③
完
璧
に
引
け
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
こ
う
な
れ
ば
上
手
に
行
く
と
自
分
を

信
じ
る
。
④
完
璧
に
仕
上
が
る
と
失
敗
す
る
。

七
割
位
が
良
い
。
⑤
稽
古
よ
り
少
し
良
い
結

果
が
出
れ
ば
良
い
。
⑥
残
身
（
心
）
で
す
ぐ

に
弓
倒
し
で
き
な
い
ほ
ど
気
力
の
充
実
が
あ

れ
ば
最
高
。

　

最
後
に
「
失
敗
は
思
い
切
っ
て
、
堂
々
と

す
れ
ば
よ
い
」
と
笑
顔
で
締
め
括
ら
れ
ま
し

た
。

　

二
日
間
、
暑
い
中
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
、
鈴
木
会
長
・
山
川
会
長
に
受
講

生
一
同
心
か
ら
感
謝
の
研
修
会
で
し
た
。

鈴木会長の指導に真剣な眼差しの研修生

���
��������	
������

��

教
士
七
段　

杉　

田　
 　

博

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

　

７
月
５
日
、
６
日
の
二
日
間
富
山
市
で
平

成　

年
度
北
信
越
地
連
幹
部
講
習
会
が
開
か

20
れ
、
北
信
越
５
県
か
ら
合
計　

名
、
う
ち
長

27

野
県
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
山
川
茂
樹
範
士
（
主
任
講
師
）
石

井
勝
之
範
士
・
近
藤
峯
英
範
士
の
三
先
生
。

さ
ら
に
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長
鈴
木
三
成
先

生
が
、
同
日
各
地
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
の

う
ち
当
地
区
を
選
ん
で
の
視
察
と
い
う
こ
と

で
、
二
日
間
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
主
任
講
師
山
川
茂
樹
先
生
の
矢

渡
し
の
後
、
受
講
者
の
一
手
行
射
に
続
き
講

師
評
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
基
本
動
作
が
で
き

て
い
な
い
」「
三
重
十
文
字
が
崩
れ
て
い
る
」

「
気
合
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
」「
弓
道
へ
の
取

り
組
み
・
心
構
え
が
甘
い
」
…
…
と
厳
し
い

数
々
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
講
習
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

以
後
二
日
間
を
通
し
て
射
技
指
導
、
射
礼

研
修
、
鈴
木
会
長
と
山
川
先
生
の
講
話
。
又

石
井
・
近
藤
お
二
人
の
先
生
の
一
つ
的
射
礼
。

講
師
の
三
先
生
が
ご
自
身
で
解
説
を
加
え
な

が
ら
何
射
も
引
か
れ
る
の
を
前
後
左
右
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
拝
見
し
、
さ
ら
に
は
筋
肉

や
骨
の
働
き
を
直
接
手
で
触
れ
て
学
ば
さ
せ

て
い
た
だ
く
等
充
実
し
た
日
程
で
し
た
。

　

二
日
目
最
後
は
仕
上
げ
の
一
手
行
射
の
予

定
で
し
た
が
「
そ
の
域
に
達
せ
ず
」
と
い
う

こ
と
で
中
止
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
し
か
ら

れ
っ
ぱ
な
し
で
、
冷
や
汗
と
猛
暑
が
重
な
り

文
字
通
り
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
講

習
会
で
し
た
。

笑顔を交えての講義

細部にわたっての射技指導

やって見せての射技指導
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６
月　

日
・　

日
の
両
日
、
福
井
県
立
武

28

29

道
館
弓
道
場
に
お
い
て
、
尾
形　
 

先
生
・

尾
田
俊
一
先
生
・
久
保
田
史
朗
先
生
の
三
名

の
講
師
陣
を
迎
え
、
今
年
度
の
女
子
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
地
連
か
ら　

名（
長

27

野
県
か
ら
７
名
）
の
受
講
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
北
陸
の
梅
雨
真
っ
只
中
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
湿
度　

％
の
大
変
蒸
し

100

暑
い
日
で
し
た
が
、
適
度
な
緊
張
感
の
中
で

集
中
し
て
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

初
日
、
主
任
講
師
の
尾
形
先
生
は
指
導
者

の
心
得
と
し
て
「
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
と
、

悪
い
と
こ
ろ
が
無
く
な
っ
て
い
く
。
悪
い
と

こ
ろ
を
指
摘
す
る
の
で
な
く
、
良
い
と
こ
ろ

を
と
こ
と
ん
褒
め
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
ど
お
り
、
今
回
の
講

習
で
は
ダ
メ
出
し
は
少
な
く
、
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
け
出
し
て
は
「
も
っ
と
も
っ
と
頑
張

れ
！
」
と
励
ま
さ
れ
続
け
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
二
日
間
を
通
じ
ひ
た
す
ら
一

つ
的
射
礼
、
持
ち
的
射
礼
を
行
い
ま
し
た
。

射
礼
を
行
う
な
か
で
終
始
基
本
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
が
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
た
の
は
「
矢
は
常
に
床
と
平
行
」「
足

踏
み
は
縦
線
を
意
識
し
て
上
に
伸
び
、
足
の

指　

本
で
床
を
掴
む
」「
離
れ
は
丹
田
か
ら
生

10
ま
れ
る
。
丹
田
で
切
る
」
等
で
す
。

　

今
回
初
め
て
県
外
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
講
習
や
懇
親
会
な
ど

を
通
じ
、
各
県
の
女
性
弓
士
の
方
々
と
親
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
も
、
大

き
な
収
穫
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

���
�������

��

�
��
�������	
��

錬
士
六
段　

久
保
田
智
恵

　

上
伊
那
支
部 ��
�
��
�
（
五
段
）

　

私
が
弓
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
高
校
入

学
時
に
道
場
を
見
学
し
、
漠
然
と
し
た
憧
れ

を
感
じ
た
時
か
ら
で
し
た
。
初
め
て
弓
を
手

に
し
た
の
は
、
四
十
歳
の
春
、
教
室
が
あ
る

事
を
知
り
、

即
受
講
を
決

め
た
昭
和
六

十
二
年
五
月

の
事
で
、
第

十
一
期
生
十

五
名
余
の
一

人
で
し
た
。

　

開
講
式
に

当
時
弓
道
部

長
の
山
川
茂

樹
現
県
連
会
長
の
矢
渡
し
が
あ
り
、
そ
の
美

し
さ
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
教
室
で

は
、
二
ヶ
月
程
基
礎
を
習
い
ま
し
た
が
、
全

く
未
知
の
動
作
に
戸
惑
う
ば
か
り
で
、
言
わ

れ
た
事
の
出
来
な
い
、
手
の
掛
る
受
講
生
を
、

あ
き
ら
め
ず
に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今

で
も
注
意
し
て
引
か
な
い
と
、
当
時
の
癖
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
っ
と
早
く
弓
に
出
合
っ
て
い
れ
ば
、
と

悔
や
み
ま
し
た
が
「
弓
に
は
弓
道
年
令
が
あ

っ
て
何
才
で
始
め
て
も
、
弓
を
引
い
た
年
数

で
の
射
が
あ
る
か
ら
」
と
教
え
ら
れ
、
自
分

な
り
の
射
を
と
、
心
掛
け
稽
古
し
ま
し
た
。

　

京
都
の
大
会
で
は
、
一
手
皆
中
す
る
事
の

厳
し
さ
を
毎
回
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
時
か
ら
、「
有
段
者
の
部
で
優
勝
し
た
ら
錬

士
を
受
け
ま
す
。」
と
、
夢
の
様
な
目
標
を

公
言
し
て
、
審
査
か
ら
の
逃
げ
道
に
も
し
て

い
ま
し
た
が
、

第
五
十
五
回
大

会
で
夢
が
夢
で

な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会

で
は
、
回
り
も

気
に
な
ら
ず
、

唯
無
心
で
行
射

が
出
来
決
勝
で

初
め
て
意
識
し

た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
。」

　

夢
を
持
ち
続
け
る
事
で
、
自
分
を
自
分
で

な
い
何
か
が
、
表
現
す
る
時
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
、
何
時
か
自

分
を
何
か
に
変
え
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

弓
ば
か
り
で
な
く
総
で

「
射
即
人
生
」

　

ま
さ
に
、
こ
の
言
葉
が
教
え
て
く
れ
る
事

の
意
味
を
、
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

審
査

合

格

者

○
信
越
連
合
審
査　

６
月
１
日　

新
潟

◆
五
段
の
部　

多
田
か
ほ
る
（
上
小
）

○
定
期
中
央
審
査　

７
月　

日　

宮
城

11

◆
教
士
の
部　

土
屋　

義
雄
（
中
高
）

　
　
　
　
　
　

小
池　

正
夫
（
諏
訪
）

○
教
員
特
別
臨
時
審
査　

８
月　

日　

宮
崎

10

◆
四
段
の
部　

丸
山　

恒
治
（
安
曇
）

○
北
信
越
臨
時
中
央
審
査 
９
月　

日 
新
潟

14

◆
六
段
の
部　

米
沢
美
智
子
（
長
野
）

　
　
　
　
　
　

高
木　

涼
子
（
上
小
）
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弓
を
初
め
て
手
に
し
た
の
は
、
中
野
市
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
初
心
者
弓
道
教
室
」

で
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
故
古
澤
博
先

生
と
出
会
い
、
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
二
十
五
年
間
、

「
弓
道
は
中
て
る
の
で
は
な
く
、
正
射
を
引

く
べ
く
努
力
。
正
射
を
引
き
、
無
欲
で
続
け

る
こ
と
。
結
果
は
求
め
ず
、
十
文
字
の
大
き

な
射
に
な
る
よ
う
、
毎
日
弓
を
引
き
続
け
れ

ば
、
答
え
は
必
ず
で
る
は
ず
。
あ
せ
ら
ず
、

休
ま
ず
、
目
的
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ

と
。」
と
の
先
生
の
教
え
を
念
頭
に
お
き
、
毎

日
弓
を
引
き
続
け
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
の
仙
台
定
期
中

央
審
査
当
日
は
、
不
思
議
な

ほ
ど
心
が
落
ち
着
い
て
お
り

ま
し
た
。
毎
日
の
練
習
の
つ

も
り
で
、
平
常
心
で
弓
を
引

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
士
合
格
発
表
の
帰
り
、

共
に
合
格
し
ま
し
た
諏
訪
支

部
の
小
池
先
生
と
乾
杯
し
た

ビ
ー
ル
は
、
最
高
の
忘
れ
ら

れ
な
い
味
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
士
の
称
号
を
授
与
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

古
澤
先
生
を
始
め
と
す
る
多
く
の
先
生
方
、

弓
士
の
方
々
と
の
出
会
い
と
、
ご
指
導
の
お

か
げ
で
あ
る
と
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
土
屋
君
、
教
士
は
必
ず
と
り
な
さ
い
。
そ

し
て
、
合
格
し
た
ら
、
自
分
の
た
め
で
は
な

く
、
人
を
育
て
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。」

　

古
澤
先
生
の
言
葉
が
甦
り
ま
す
。

　

現
在
、
中
野
弓
道
会
に
お
い
て
、
新
人
会

員
の
増
員
、
又
、
会
員
の
技
術
向
上
を
め
ざ

し
て
、
微
力
な
が
ら
、
会
員
と
共
に
切
磋
琢

磨
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
射
即
人
生
」
を
肝
に
め
い
じ
て
、

無
限
の
弓
道
の
世
界
を
少
し
で
も
極
め
る
べ

く
、
自
己
と
の
闘
い
と
も
な
る
心
身
を
修
練

し
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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教
士
六
段　

土 
屋　

義 
雄

　

七
月
の
仙
台
定
期
中
央
審
査
は
朝
か
ら
雨

降
り
。
例
年
ご
と
く
仙
台
審
査
は
雨
が
つ
き

も
の
だ
が
、
控
室
か
ら
審
査
会
場
へ
移
動
す

る
時
は
雨
は
や
ん
で
い
た
。

　

第
一
控
え
に
着
席
。
上
を
見
上
げ
る
と
天

窓
か
ら
陽
が
差
し
込
ん
で
き
た
。
気
分
壮
快
。

力
ま
ず
に
一
次
、
二
次
審
査
と
行
射
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

二
次
審
査
終
了
後
、
控
え
で
二
人
し
て
待

っ
て
い
た
所
、
審
査
の
先
生
方
か
ら
「
体
配

を
も
う
少
し
勉
強
す
る
よ
う
に
」
言
わ
れ
る
。

　

因
む
に
論
文
課
題
は
『
射
品
射
格
の
向
上

を
図
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
修
練
が
必
要
か

述
べ
よ
』
で
あ
っ
た
。
直
々
に
鈴
木
三
成
全

弓
連
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。

　

射
品
射
格
、
体
配
と
は
息
合
い
と
間
合
い

の
調
和
で
あ
り
、
諸
動
作
が
流
れ
る
ご
と
く

一
貫
し
て
、
行
射
す
る
姿
に
風
格
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
正
射
必
中
を
心
が
け
た
射

の
修
練
が
必
要
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
射
品
射

格
の
表
れ
る
射
、
見
る
人
を
引
き
つ
け
る
射

が
必
要
と
さ
れ
る
。
大
切
な
の
は
日
々
の
修

練
の
積
み
重
ね
だ
と
言
わ
れ
る
。

　

称
号
な
り
段
位
に
ふ
さ
わ
し
い
射
の
内
容

を
持
ち
、
射
の
品
位
、
格
調
が
如
何
に
し
て

具
現
出
来
る
か
、
教
士
は
教
士
ら
し
く
、
を

修
練
の
心
構
え
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

　

師
で
あ
る
浜
與
祐
先
生
に
は
、
審
査
終
了

翌
日
、
病
室
へ
御
見
舞
い
と
、
審
査
報
告
を

す
る
。
し
っ
か
り
両
手
で
握
手
し
た
後
に
、

逆
に
先
生
に
頑
張
れ
と
励
ま
さ
れ
る
。

　

終
わ
り
に
、
諸
先
輩
先
生
の
恩
に
報
い
る

た
め
に
も
、
地
元
弓
道
協
会
は
じ
め
長
野
県

弓
道
連
盟
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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小 
池　

正 
夫
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私
の
所
属
し
て
い
る
長
野
吉
田
高
校
弓

道
班
は
、
一
・
二
年
生
合
わ
せ
て　

人
と
、

53

他
校
の
弓
道
部
に
比

べ
て
人
数
が
と
て
も

多
い
で
す
。
な
の
で

立
ち
回
り
は
あ
ま
り

よ
く
な
く
、
巻
藁
で

数
少
な
い
立
ち
を
補

足
す
る
と
い
う
状
態

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
人

数
を
ま
と
め
て
班
活

動
を
進
め
て
い
く
の

は
容
易
な
こ
と
で
は

な
く
、
先
輩
方
が
引

退
し
た
今
、
先
頭
を

き
っ
て
二
年
生
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弓
道
は
､
自
分
と

の
闘
い
で
す
が
、
実

力
向
上
の
た
め
に
は
、

や
は
り
仲
間
が
必
要
で
す
。
私
の
弓
仲
間
た

ち
は
、
み
ん
な
仲
が
良
く
ま
る
で
家
族
の
よ

う
な
温
か
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
練
習
熱
心
な
人
が
多
く
、
射
癖
を

指
摘
し
合
い
、
互
い
に
高
め
合
う
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
射
癖
を
直
す
と
い
う
の
は
決

し
て
簡
単
で
は
な
く
、
辛
い
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
仲
間
と
練
習
す
る
こ
と
で
、
前
向
き

に
射
癖
直
し
に
取
り
組
め
ま
す
。
辛
い
と
き

の
仲
間
の
存
在
と
い
う
の
は
や
は
り
大
き
い

も
の
で
す
。

　

夏
も
だ
ん
だ
ん
と
終

わ
り
に
近
づ
き
、
秋
が

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
多
忙
な
大

会
シ
ー
ズ
ン
に
も
い
よ

い
よ
突
入
し
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
様
々
な

悩
み
不
安
が
で
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
で
す
が

弓
道
の
実
力
を
よ
り
高

め
、
精
神
力
を
強
く
し

て
い
く
こ
と
で
乗
り
越

え
る
べ
き
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
な

の
で
班
員
み
ん
な
で
精

一
杯
の
努
力
を
し
て
､

大
会
で
好
成
績
を
残
せ

た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

　

人
数
が
多
く
て
も
絆

は
と
て
も
深
い
長
野
吉
田
高
校
弓
道
班
。
こ

れ
か
ら
の
大
会
や
練
習
も
協
力
し
合
っ
て
頑

張
り
た
い
で
す
。

○
７
月
５
日
／
塩
尻
市
弓
道
場

▽
女
子
団
体
（　

射
）

36

①
安
曇
野
Ａ
９
中
（
北
林
・
野
口
・
高
山
）

②
樽
川
Ａ　

８
中
（
荻
村
・
萱
野
・
長
谷
川
）

③
長
野
日
大
６
中
（
山
井
・
堀
内
・
永
江
）

▽
男
子
団
体
（　

射
）

36

①
長
野
日
大
８
中
（
小
杉
・
井
出
・
堀
内
）

▽
女
子
個
人
（　

射
）

12

①
山
井
彩
乃
６
中
（
長
野
日
大
）

②
荻
村
萌
子
５
中
（
楢
川
）

③
吉
川
優
希
５
中
（
長
野
日
大
）

▽
男
子
個
人
（　

射
）

12

①
遠
藤
融
成
５
中
（
大
岡
）

②
小
杉
竜
二
５
中
（
長
野
日
大
）

③
堀
内
竜
太
郎
４
中
（
長
野
日
大
）

○
８
月　

日
・　

日
／
全
弓
連
中
央
道
場

16

17

明
治
神
宮
至
誠
館

▽
女
子
個
人
（
８
射
）

山
井
彩
乃
（
長
野
日
大
）
３
中
（
予
選
敗
退
）

▽
男
子
個
人
（
８
射
）

遠
藤
融
成
（
大
岡
）　

１
中
（
予
選
敗
退
）

▽
女
子
団
体
（　

射
）

24

豊
科
南　

５
中
（
予
選
敗
退
）

▽
男
子
団
体
（　

射
）

24

長
野
日
大　

中
（
予
選
通
過
―
決
勝
ト
ー
ナ

11

メ
ン
ト
）

男
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

長
野
日
大
４
中
―
４
中
六
甲
（
兵
庫
）

（
同
中
競
射
長
野
日
大
２
中
―
０
中
六
甲
）

男
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

長
野
日
大
６
中
―
７
中
八
代
第
一
（
熊
本
）

敗
退

成
績

▽
男
子
団
体

五
位　

長
野
日
大
中
学
校
（
小
杉
竜
二
・
井

出
共
栄
・
堀
内
竜
太
郎
・
荒
井
誠
也
）

○
４
月　

日
／
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

27

参
加
者　

高
校
生
４
０
４
名

▽
男
子
団
体

①
須
坂
Ａ
（
山
崎
・
黒
岩
・
町
田
・
関
・
藤

井
）
②
長
野
西
Ａ
（
小
林
・
中
山
・
幅
下
・

松
沢
・
荒
井
）
③
長
野
Ｂ
（
鈴
木
・
太
田
・

市
川
・
水
内
・
下
村
）

▽
女
子
団
体

①
屋
代
Ａ
（
宮
入
・
堀
越
・
瀬
在
・
中
島
・

滝
沢
）
②
長
野
日
大
Ｃ
（
沢
田
・
佐
藤
・
高

橋
・
成
田
・
滝
沢
）
③
長
野
吉
田
Ｃ
（
込
山

・
山
岸
・
高
橋
・
小
林
・
竹
内
）
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▽
個
人

①
鈴
木
智
昭
（
長
野
）
②
坂
口
（
屋
代
）
③

安
藤
（
須
坂
東
）

―
降
旗
正
智
―

○
７
月　

日
／
伊
那
市
武
道
館

21

　
　

参
加
者　

２
５
６
名

▽
団
体
の
部（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
り
決
定
）

①
信
州
大
学
Ｂ
（
渡
辺
・
村
・
志
賀
）

②
岡
谷
工
業
Ａ
（
岩
波
・
森
山
・
降
旗
）

③
伊
那
弥
生
ヶ
丘
男
子
Ａ
（
宮
下
・
伊
藤
・

伊
藤
）

▽
個
人
の
部
（
８
射
）

高
校
男
子

①
吉
田
典
文
８
中
（
伊
那
北
）
②
赤
羽
聡
志

７
中
（
下
諏
訪
向
陽
）
③
島
岡
亨
７
中
（
飯

田
風
越
）
④
岩
波
雅
人
７
中
（
岡
谷
工
業
）

⑤
伊
藤
康
輔
６
中
（
伊
那
弥
生
ヶ
丘
）

高
校
女
子

①
木
下
未
奈
子
６
中
（
伊
那
西
）
②
内
城
ひ

か
り
６
中
（
伊
那
西
）
③
宮
澤
奈
美
５
中

（
岡
谷
南
）
④
降
旗
瑞
稀
５
中
（
岡
谷
工
業
）

⑤
今
井
あ
ゆ
美
５
中
（
下
諏
訪
向
陽
）

一　

般

①
山
岸
稔
員
７
中
（
東
伊
那
）
②
志
賀
裕
之

７
中
（
信
州
大
学
）
③
原
深
雪
７
中
（
諏
訪
）

④
中
村
宏
７
中
（
下
諏
訪
）
⑤
日
比
貴
桐
７

中
（
信
州
大
学
）

―
富
永
義
美
―

○
７
月　

日
／
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

21

　
　

参
加
者　

１
２
０
名

▽
中
学
生
個
人

①
林
貴
徳
（
木
曽
）
②
遠
藤
融
成
（
長
野
）

③
広
瀬
葉
（
佐
久
）

▽
一
般
団
体

①
木
曽
義
仲
（
松
原
重
雄
・
野
田
陽
子
・
林

義
泰
）
②
上
田
城
（
高
橋
正
弘
・
小
林
博
正

・
森
山
敏
広
）
③
千
曲
弓
道
会
（
米
澤
美
智

子
・
久
保
田
透
・
山
崎
ま
ち
子
）

▽
一
般
個
人

①
森
山
敏
広
（
上
小
）
②
高
地
美
佐
子
（
上

小
）
③
米
澤
美
智
子
（
長
野
）

―
奥
山　

誠
治
―

○
８
月
３
日
／
県
営
飯
田
弓
道
場

▽
高
校
男
子
個
人
の
部

①
平
澤
一
平
（
風
越
）
②
園
原
啓
太
（
下
農
）

③
小
木
曽
努
（
下
農
）
④
肥
後
喜
之
（
阿
智
）

⑤
松
本
拓
也
（
甲
府
工
）

▽
高
校
女
子
の
部

①
小
泉
茜
（
甲
府
商
）
②
金
田
絢
子
（
風
越
）

③
倉
田
佳
奈
（
弥
生
）
④
菅
原
ゆ
き
の
（
恵

那
南
）
⑤
北
村
可
蓮
（
風
越
）

▽
一
般
の
部

①
白
河
貴
広
（
高
森
）
②
三
石
久
子
（
か
ざ

こ
し
）
③
永
島
永
治
（
弦
武
館
）
④
北
原
偉

平
（
豊
丘
）
⑤
細
田
将
弘
（
弓
魂
）

▽
団
体
の
部

①
甲
府
工
業
Ａ
（
松
本
・
保
坂
・
金
子
）

②
弦
武
館
Ａ
（
藤
田
・
伊
神
・
長
島
）

③
下
伊
那
農
Ｂ
（
林
・
園
原
・
串
原
）

―
村
松　

康
尾
―

○
８
月　

日
／
須
坂
市
弓
道
場

23

　
　

参
加
者　

高
校
生
５
２
１
名

▽
高
校
男
子
の
部

団
体　
　

射
24

①
長
野
西
Ｃ　

中
（
中
山
・
古
澤
・
荒
井
）

18

②
篠
ノ
井
Ｄ　

中
（
小
山
・
小
林
・
数
本
）

14

③
長
野
西
Ｂ　

中
（
小
林
・
田
中
・
幅
下
）

13

個
人　

８
射

①
倉
田
亮
輔
７
中
（
長
野
）
②
藤
本
将
太
７

中
（
立
志
館
）
③
荒
井
悟
６
中
（
長
野
西
）

④
酒
井
佑
弥
６
中
（
長
野
高
専
）
⑤
古
澤
竜

一
６
中
（
長
野
西
）

▽
高
校
女
子
の
部

団
体　
　

射
24

①
長
野
商
業
Ｉ　

中
（
風
間
・
廣
田
・
南
澤
）

13

②
長
野
吉
田
Ｄ　

中
（
酒
井
・
大
内
・
佐
伯
）

13

③
長
野
西
Ｂ　

中
（
吉
谷
・
鈴
木
・
玉
木
）

12

個
人　

８
射

①
梅
原
萌
花
７
中
（
長
野
日
大
）
②
大
内
真

理
子
６
中
（
長
野
吉
田
）
③
南
澤
優
衣
６
中

（
長
野
商
業
）
④
高
橋
さ
つ
き
６
中
（
文
大

長
野
）
⑤
滝
澤
あ
ゆ
み
６
中
（
長
野
）

○
８
月　

日
／
須
坂
市
弓
道
場

24

　
　

参
加
者　

一
般　

名
34

▽
一
般
の
部

団
体　
　

射
12

①
尚
弓
会
９
中
（
松
倉
・
外
山
・
飯
田
）

②
か
げ
ろ
う
８
中
（
神
津
・
民
野
・
新
津
）

③
竟
成
会
７
中
（
宮
島
・
伊
藤
・
佐
藤
）

個
人
近
的　
　

射
16

①
新
津
一
夫　

中
（
か
げ
ろ
う
）
②
小
山
謙

13

太
郎　

中
（
矢
渡
し
）
③
神
田
裕
司　

中

13

12

（
中
電
）
④
松
倉
志　

中
（
尚
友
会
）
⑤
林

12

英
彦　

中
（
中
野
土
び
な
）

12

個
人
遠
的　

８
射

①
徳
竹
光
春
６
中
（
中
野
土
び
な
）
②
米
沢

美
智
子
５
中
（
し
か
た
）
③
永
藤
聡
５
中

（
矢
渡
し
）
④
大
蔵
務
５
中
（
と
ん
ぼ
）
⑤

小
山
謙
太
郎
５
中
（
矢
渡
し
）―

永
藤　

聡
―
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が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
国
体
が
大
分
で
始

ま
り
、
各
地
域
の
大
会
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
、「
祝
射
会
」
が
終
了
す
る
と
、

長
野
県
の
長
い
冬
へ
と
突
入
し
ま
す
。

　

冬
の
練
習
は
、
寒
さ
や
雪
で
な
か
な
か
進

ま
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
誌
で
は
、
皆
様
ご
覧
に
な
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
巻
頭
に
会
長
、

副
会
長
の
弓
道
へ
の
心
構
え
や
思
い
を
記
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

会
長
の
話
を
始
め
、
読
む
た
び
に
本
当
に

も
っ
と
も
っ
と
修
練
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
今
年
の
冬
は
、
こ
の
巻
頭
部
分
を
も

う
一
度
読
み
直
し
て
い
た
だ
き
、
冬
の
稽
古

の
励
み
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
部
で
は
、
皆
様
に
関
心
や
興
味
を
も

っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
会
員
の
皆
様
か
ら
の

身
近
な
話
題
や
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
な
ど
の

投
稿
が
他
地
区
の
会
員
の
皆
様
の
励
み
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
も
結
果
だ
け
で
な
く
良
い
写

真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
緒
に
お
送
り
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
誌
は
、
会
員
の
皆
様
の
た
め
の
情
報

誌
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

清
水　

和
代

○
８
月　

日
／
大
町
市
運
動
公
園
弓
道
場

24

　
　

参
加
者　

１
３
２
名

近
的
の
部

▽
一
般
団
体　
（　

射
）

12

①
北
高
コ
モ
ン
ズ
７
中
（
卯
之
原
・
中
島
・

山
田
）
②
安
曇
７
中
（
松
井
・
渡
辺
・
竹
岡
）

③
木
曽
義
仲
Ｂ
７
中
（
上
田
・
野
田
・
黒
岩
）

▽
一
般
個
人　
（
４
射
）

①
松
井
幸
彦
４
中
（
安
曇
）
②
卯
之
原
智
也

３
中
（
北
高
コ
モ
ン
ズ
）
③
林
義
泰
３
中

（
木
曽
義
仲
）
④
黒
岩
実
男
（
木
曽
義
仲
）

⑤
中
島
淳
児
３
中
（
北
高
コ
モ
ン
ズ
）

▽
高
校
団
体　
（　

射
）

12

①
松
商
Ｂ
８
中
（
林
・
山
田
・
原
）
②
豊
科

Ａ
７
中
（
窪
田
・
宮
下
・
北
村
）
③
大
町
Ａ

７
中
（
高
久
・
秋
山
・
大
日
方
）

▽
高
校
個
人　
（
４
射
）

①
村
上
麻
優
４
中
（
大
町
北
）
②
山
田
愛
紀

子
４
中
（
松
商
）
③
鈴
木
明
日
香
３
中
（
松

商
）
④
大
沢
侑
香
３
中
（
豊
科
）
⑤
大
日
方

亮
太
３
中
（
大
町
）

遠
的
の
部

▽
一
般
個
人　
（
４
射
）

①
西
沢
徹
４
中
（
大
町
）
②
窪
田
和
恵
３
中

（
混
合
）
③
吉
野
恒
夫
３
中
（
混
合
）
④
松

井
幸
彦
３
中
（
安
曇
）
⑤
大
島
健
裕
３
中

（
木
曽
義
仲
）

▽
高
校
個
人　
（
４
射
）

①
林
宏
信
３
中
（
松
商
）
②
町
田
志
織
３
中

（
松
商
）
③
西
田
瑞
貴
３
中
（
大
町
）
④
原
雪

彦
３
中
（
松
商
）
⑤
宮
下
貴
志
３
中
（
豊
科
）

―
遠
山　

昌
信
―

○
８
月　

日
／
長
野
運
動
公
園
弓
道
場

31

　
　

参
加
者　

５
２
４
名

▽
男
子
団
体
の
部　
（　

射
）

24

①
長
野
西
Ｃ　

中
（
中
山
・
小
林
・
荒
井
）

17

②
長
野
日
大
Ｃ　

中
（
川
端
・
北
原
・
倉
石
）

15

③
須
坂
Ｂ　

中
（
宮
前
・
青
木
・
黒
岩
）

14

▽
女
子
団
体
の
部　
（　

射
）

24

①
長
野
吉
田
Ｄ　

中
（
酒
井
・
大
内
・
佐
伯
）

12

②
文
大
長
野
Ｂ　

中
（
小
林
・
竹
田
・
高
橋
）

12

③
長
野
西
Ｂ　

中
（
竹
内
・
田
端
・
鈴
木
）

12

▽
男
子
個
人
の
部　
（
８
射
）

①
中
山
太
郎
７
中
（
長
野
西
）
②
川
端
祐
斗

７
中
（
長
野
日
大
）
③
荒
井
悟
６
中
（
長
野

西
）
④
矢
嶋
晋
平
６
中
（
須
坂
）
⑤
八
町
慶

史
６
中
（
長
野
）

▽
女
子
個
人
の
部　
（
８
射
）

①
中
野
実
佳
子
７
中
（
長
野
南
）
②
高
橋
さ

つ
き
６
中
（
文
大
長
野
）
③
中
澤
佳
恵
６
中

（
長
野
東
）
④
鈴
木
智
恵
６
中
（
長
野
西
）

⑤
村
越
美
希
５
中
（
飯
山
）

―
小
林
義
一
―
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○
９
月　

日
／
塩
尻
市
弓
道
場

14

参
加
者　

２
３
５
名

▽
一
般
団
体
（　

射
）

12

①
長
野
竟
成
会　

９
中
（
宮
島
・
伊
藤
・
佐
藤
）

②
弓
魂
Ａ　

８
中
（
細
田
・
市
川
・
笹
岡
）

③
中
央
大
Ｏ
Ｂ　

７
中
（
先
納
・
岡
田
・
征

矢
）

▽
高
校
団
体
（　

射
）

12

①
穂
高
商
Ａ　

９
中
（
奥
田
・
甲
斐
・
丸
山
）

②
深
志
Ｂ　

９
中
（
丸
山
・
三
澤
・
細
川
）

③
豊
科
Ｃ　

８
中
（
宮
下
・
岡
本
・
藤
澤
）

▽
個
人
（　

射
）

12

①
秋
山
聖　

９
中
（
大
町
高
）
②
滝
澤
祥
子

９
中
（
深
志
）
③
三
澤
公
希　

９
中
（
深
志
）

④
征
矢
理
啓　

９
中
（
中
央
大
Ｏ
Ｂ
）
⑤
内

野
貴
文　

９
中
（
松
弓
会
）―

奥
平　

章
夫
―
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信
州
の
夏
は
短
い
と
い
い
な
が
ら
、
残
暑

の
厳
し
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
朝

晩
の
涼
し
さ
を
思
う
と
秋
に
な
っ
た
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

先
日
「
支
部
対
抗
競
技
会
」
が
無
事
終
了

し
、
改
め
て
行
事
予
定
を
見
る
と
、
広
報
誌


